
問題

θを 0 < θ < π
2
とする。座標平面上に３点O(0, 0), A(cosθ, 0), B(0, sinθ)をとる。こ

のとき、次の問いに答えよ。

(1)線分OA, OBの長さの和の最大値とそのときの θを求めよ

(2)三角形OABの面積の最大値とそのときの θを求めよ

【解説】
２００８年の新潟大学の文系学部の入試問題で、三角関数の最大値、最小値の問題です。
問題の難易度としてはごくごく簡単なものです。数学の苦手な人はまずこのくらいの問
題を確実に解けるようになっておいてください。

【(１)の解説】
OA = cosθ, OB = sinθということはすぐにわかると思います。よってOAとOBの長さ
の和は、sinθ + cosθで表すことができます。

sinθ + cosθの形がでてきたら「あっ、合成したらいいんだな」ということにすぐに気づ
けるようにしておいて欲しいです。

sinθ + cosθを合成すると
√

2 sin
(
θ +

π
4

)
となります。もし、合成について知らないとい

う人がいたら、http://www.hmg-gen.com/sankaku10.pdfに詳しく解説しています。

で、ここからなんですが「関数の最大値、最小値問題はグラフをかいて考える」という

ことが鉄則です。そこで、y = sin
(
θ +

π
4

)
のグラフをかいたらいいんだけど、これって

少し面倒だよね。

y = sin
(
θ +

π
4

)
のグラフなら y = sinθのグラフを θ軸方向に − π

4
平行移動したらいいだ

けだからかけないこともないんだけど、他の問題ではもっともっと複雑なグラフが出る
ことがあります。そういった複雑なものでも解けるようにあえて文字を置き換えてとい
ていきたいと思います。



まず、y = sin
(
θ +

π
4

)
のグラフなんだけど、仮に θ +

π
4

= Xなんておいたら、求めるグ

ラフは y = sinXってなるから簡単にグラフをかけるよね。グラフが簡単にかけるからい
いんだけど、文字を置き換えたときには注意点があります。

文字を置き換えたときの注意点

文字を置き換えたときは、必ず置き換えて文字の値の範囲に注意する

上記はどういうことかと言うと、今回は θ +
π
2

= Xと置き換えました。もともとの θに

は 0 < θ < π
2
という範囲があります。

0 < θ < π
2

π
4
< θ +

π
4
< π

2
+
π
4
Jすべての辺に π

4
を加えた

π
4
< X < 3

4
π J θ +

π
4

= Xより、これで Xの値の範囲が求まった！

上記のようにすることで、Xの値の範囲を求めることができました。これは本当に重要
です。「文字を置き換えたときは範囲に注意」このことを絶対に頭にいれておくようにし
てください。

以上のことより、0 < θ < π
2
における y = sin

(
θ +

π
2

)
の最大値と最小値は、 π

4
< X < 3

4
π

における y = sinXの最大値と最小値に一致するということが分かります。後者の最大値、
最小値の方が圧倒的に簡単に求めることができるよね。これが文字の置き換えを使った
最大値、最小値問題です。しっかりと理解しておいてくださいね。

【(１)の解答】
OA = cosθ, OB = sinθより、OA+ OB = sinθ + cosθとなる。

sinθ + cosθ

=
√

2 sin
(
θ +

π
4

)

ここで θ +
π
4

= Xとおく。0 < θ < π
2
より π

4
< X < 3

4
πがいえる

=
√

2 sinX
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グラフより、X =
π
2
のとき sinXの最大値 1。

X =
π
2
のとき、θ =

π
4

以上より、OA+ OBは θ =
π
4
のとき最大値

√
2をとる。

【(２)の解説】
三角形の面積ですが、(底辺)×(高さ)÷2で求めることができます。三角形OABで底辺を

OAとすると高さがOBなので、求める三角形の面積 Sは S =
1
2

sinθ cosθとなります。

ここまでは、ほとんどの人ができると思うけど、この先どうするか分かるかな？そこで、
まずは最大値、最小値問題の鉄則を思い出して欲しんだけど、それは「最大値、最小値
問題はグラフをかいて考える」だったよね。

この鉄則ののっとって S =
1
2

sinθ cosθのグラフをかこうかな？と思うんだけど、こん

なグラフかけないよね・・・

そこで、思い出さないといけないのは２倍角の公式です。sin 2θ = 2 sinθ cosθです。これ

より、S =
1
4

sin 2θだよね。これだったら、グラフをかけるんじゃない？

これはよく出てくる式変形なのですぐに気づけるようになっておいてくださいね。

S =
1
4

sin 2θのグラフだったらかけるけど、これはまだ面倒です。そこで、(１)と同じ

ようにして 2θ = Xとでも置き換えて解いていくことにします。これだったら、さらにグ



ラフがかきやすくなるよね。でも、当たり前だけど、「文字を置き換えた時には、置き換
えた文字の値の範囲に注意する」ということを忘れないようにしてください。以上のこ
とを踏まえ、解答に進みたいと思います。

【(２)の解答】
三角形OABの面積を Sとする。

S =
1
2

sinθ cosθ =
1
4

sin 2θとなる。

ここで、2θ = Xとする。0 < θ < π
2
より0 < X < π J文字を置き換えたときは範囲に注意する

がいえる。

y = sinX (0 < X < π)のグラフをかくと以下のようになる。

π
2

1

π

y = sinX

X

y

O

グラフより X =
π
2
のときに、sin 2θは最大値 1をとる。

X = 2θより、X =
π
2
のとき θ =

π
4

以上より、θ =
π
4
のとき Sは最大値 1

4
をとる。

今回の問題はどうだったでしょうか？本当に基本的な問題ですが、普段高校生に数学を
教えていてこういった問題をしっかりと理解できていない、そういう人が本当に多いで
す。むやみやたらに難問を解いていてもなかなかできるようになりません。まずは、こ
ういった基本的な問題を確実に解けるようになっておいてください。それでは、がんばっ
てください。
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